










1.研究目的 

著者は前年度の研究において,母体貧血の有無軽重にかかわらず,周産期の児並びに新生児

は血液濃度が非常に高度に保たれている事実を発表した。 

今回はこの「メカニズム」を解明するために分娩時の placental transfusion into fetus

という血液動態の関与を追求することにした。 

すなわち,分娩時血液学的に児と最も関係があると考えられる胎盤中の新生児側血液量

(Residual placental blood volume R.P.B.V.)を胎盤を接点とする feto-placental circuit

という動的な概念を導入して説明することにした。 

いいかえると R.P.B,V を測定することによって分娩時における母児間血液出納の実態を明

らかにすることが本研究の目的とするところである。 

そして feto-placental circuit の中における placental transfusion という機構が行なわ

れていることは児並びに新生児の貧血を防止するばかりでなく、新生児期後の乳児期にお

ける iron deficiency に対する生体の防禦反応のひとつといえるであろう。 


